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【数学基礎】 

 

設問１ 

 微分積分学の基本となるマクローリン展開の知識と理解を問う問題である。 
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設問 2 

微分積分学の基本となる不定積分の理解と計算力を問う問題である。 

 

以下で Cは定数である。 

(1)  
1
4

{log|𝑥𝑥 + 2|− log |2− 𝑥𝑥|} + C 

(2)  𝑒𝑒𝑥𝑥(𝑥𝑥2 − 2𝑥𝑥 + 2) + C 

(3)  −
1
3

log|1− 𝑥𝑥3| + C 

(4)  
−2

1 + tan �𝑥𝑥2�
+ C 

 

 

設問 3 

基本的な定積分の理解および計算力を問う問題である。 

 

(1)  � (6− 𝑥𝑥 − 𝑥𝑥2)𝑑𝑑𝑑𝑑 =
125

6

2

−3
 

(2)  � �2 + 𝑒𝑒−2𝑥𝑥 + 𝑒𝑒2𝑥𝑥𝑑𝑑𝑑𝑑 =
𝑒𝑒2 − 1
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数学基礎（医学系） 

 

 

設問 4 

 基本的な 1階微分方程式の計算力を問う問題である。 

 

以下で Cは定数である。 

(1)  𝑦𝑦 = C 𝑥𝑥2 − 𝑥𝑥 

(2)  𝑦𝑦 = C 𝑒𝑒sin (𝑥𝑥) 

 

 

設問 5 

 複素数および複素平面、複素数の積に関する基本的な理解と計算力を問う問題である。 

 

𝑧𝑧1 = 2√3 �𝑐𝑐𝑐𝑐𝑐𝑐
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設問 6 

 線形代数学における行列の取り扱いと連立一次方程式を解くための計算力を問う問題である。 

 

(1)  �
2𝑥𝑥 − 𝑦𝑦 + 𝑧𝑧 = 2
𝑥𝑥 − 2𝑦𝑦 − 𝑧𝑧 = 1

−5𝑥𝑥 + 6𝑦𝑦 + 9𝑧𝑧 = 11
 

(2)  𝑥𝑥 = −1,𝑦𝑦 = −2, 𝑧𝑧 = 2 

 

 


